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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は５章より構成され，各章の内容を要約すると，以下のとおりである． 
 第１章では，本研究の背景，および本研究に関連する既往の研究について述べ，さらに本研究の位
置付けと目的とを明らかにした． 
 第２章では，終局強度を最も小さく与える初期不整を考慮したデッキプレートとトラフリブとで構
成される鋼床版の部分解析モデルに，道路橋示方書の T活荷重を，デッキプレート上の面外荷重とし
て与え，2方向面内圧縮応力を漸増させ，終局強度と崩壊時の座屈変形モードを検討した．大きな２
方向面内応力が発生している鋼床版は，橋軸直角方向（以下，横方向という）に比べて，トラフリブ
の配置方向である橋軸方向（以下，縦方向という）の終局強度の方が高いことを明らかにした．鋼床
版の終局強度は T活荷重が載荷された場合には，T活荷重を考慮しない場合と比べて，縦方向のみの
圧縮応力作用下では 6％程度，縦方向の平均終局圧縮応力度（以下，縦方向終局圧縮応力度とよぶ）
が低下することを明らかにした. 横方向の圧縮力が支配的な載荷状態においては，T活荷重の影響は
小さく，横方向の平均終局圧縮応力度（以下，横方向終局圧縮応力度とよぶ）は大きく変化しないこ
とを明らかにした．縦方向終局圧縮応力度と横方向終局圧縮応力度との応力比ρには，座屈変形モー
ドの変化する応力比ρcが存在することがわかった.  
 第３章では，活荷重として T活荷重のみならず，L活荷重 PLについても検討し，従来型鋼床版と合
理化鋼床版との終局強度相関曲線について比較・検討した．その結果，L 活荷重を考慮した場合,対
象とした従来型鋼床版と合理化鋼床版との解析モデルすべての終局強度相関曲線において，ρ＜ρc
の範囲で縦方向終局圧縮応力度は少しではあるが増加することがわかった．一方，ρ＞ρc の横方向
に卓越する面内圧縮力が作用する場合，PLが載荷されても，横方向終局圧縮応力度の変化はほとんど
ないことを明らかにした．従来型鋼床版と合理化鋼床版とのいずれも T活荷重を考慮する方が 2方向
面内圧縮力を受ける鋼床版の場合，終局強度が低下することがわかった． 
 第４章では，Ｔ荷重を面外荷重として考慮した部分解析モデルにより，2方向面内応力を作用させ
た鋼床版の終局強度に関するパラメトリック解析を実施した．ρ=0，すなわち，縦方向圧縮応力のみ
が作用する場合の縦方向終局圧縮応力度と部分解析モデルの細長比パラメータλとの間，一方，ρ=
∞，すなわち，横方向圧縮応力のみが作用する場合の横方向終局圧縮応力度と部分解析モデルの横方
向の幅厚比パラメータ Ry との間の関係を，近似曲線で表した．また，ρ=ρcにおける縦方向終局面
内圧縮強度と横方向終局圧縮強度も，それぞれ細長比パラメータλと幅厚比パラメータ Ry により近
似曲線で表した．北田・古田の既往の相関曲線は，活荷重を鋼床版面外に直接作用させていないが，
本論文で提案する相関曲線との差は十分小さく，実用的には活荷重の直接載荷の効果は無視できるこ
とを明らかにした．この結果より，活荷重を低減係数として取り扱った北田・古田の既往の相関曲線
を用いて，幅の広い鋼床版橋梁の座屈耐荷力を照査する方法を提案した．ただし、その際，床版とし
ての応力と主桁の一部としての応力との算定では，シアラグ現象を無視して鋼床版を全幅有効として
よいこと，および着目鋼床版に最も不利となる載荷方法で死荷重および活荷重を載荷することが必要
であることを示唆した． 
 最後に，第５章では，本研究で得られた研究成果をとりまとめた 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究では、活荷重（自動車）と橋梁主部材として発生する２方向面内圧縮応力とを同時に受ける幅の
広い鋼床版の座屈耐荷力に関する合理的な設計照査方法を提案している。 
まず、デッキプレートとトラフリブとで構成される鋼床版の耐荷力は、その一部を取り出した部分解析
モデルで評価できることを明らかにして、それを用いて、道路橋示方書のＴ活荷重（床版設計用）をデッ
キプレート上に一定強度の面外荷重として与え、２方向面内圧縮応力を漸増させる解析により、終局強度
と終局時の座屈変形モードとを検討している。既往の研究において活荷重の影響は等価な初期たわみとし
て間接的に考慮していたが、この研究では活荷重を面外荷重として考慮している点に新規性がある。また、
対象とした鋼床版の座屈耐荷力は、活荷重をパラメータにして、縦軸に縦方向終局圧縮応力度，横軸に横
方向終局圧縮応力度を取った簡単な相関曲線で評価できること、縦方向と横方向との終局圧縮応力度の比
ρには、座屈変形モードが鋼床版全体の柱のような座屈モードからトラフリブ内のデッキプレートの圧縮
板としての局部座屈モードに変化する応力比ρc が存在することを明らかにしている。これらの点にも新
規性が認められる。  
 次に、Ｔ活荷重のみならず、主桁の設計に用いるＬ活荷重の影響についても検討し、従来型の鋼床版と
それよりも大きなトラフリブを有する合理化鋼床版との終局強度相関曲線について比較検討している。そ
の結果、従来型の鋼床版および合理化鋼床版のいずれにおいても、Ｌ活荷重よりもＴ活荷重を考慮する方
が座屈耐荷力の低下が大きいことを指摘している。 
 また、Ｔ荷重を面外荷重として考慮した部分解析モデルにより、２方向面内応力を作用させた鋼床版の
座屈耐荷力に関するパラメトリック解析を実施している。その結果、対象とした鋼床版の終局強度相関曲
線は、縦方向圧縮応力のみが作用する場合の終局圧縮応力度、横方向圧縮応力のみが作用する場合の終局
圧縮応力度、ならびにρ＝ρc における縦方向および横方向の終局圧縮強度という相関曲線上の３つの代
表点により決まる相関曲線で近似できること、また、その相関曲線は、実用的な精度で、かつ安全側の見
地より、既往の相関曲線で近似できることを明らかにしている。これら３つの代表点の強度は、鋼床版の
柱としての弾性座屈パラメータおよびトラフリブ内のデッキプレートの横方向弾性座屈パラメータの関
数として近似している。これら成果は、実務で利用される可能性が大であり、評価できる。 
最後に、提案する終局強度相関曲線を用いて、幅の広い鋼床版の座屈耐荷力を照査する方法を提案して
いる。その際、①床版としての応力と主桁の一部としての応力との算定では、シアラグ現象を無視し応力
の再配分を考慮して鋼床版を全幅有効としてよいこと、②着目鋼床版に最も不利となる載荷方法で死荷重
および活荷重を載荷すること、および、③現在の設計で採用されている安全率の低減は認められないこと
を示唆している。 
以上のように、本研究は活荷重と２方向面内応力を受ける鋼床版の設計照査手法について、実務者およ
び研究者に有用な知見を与えている。また、これらの研究成果は、橋梁工学の発展に寄与するところが大
きい。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有すると認める。 
